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少
年
非
行
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

教
育
委
員
会
事
務
局
福
部
町
分
室

で
は
、
少
年
非
行
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
一
環
と
し
て
「
ど
き
ど
き
ナ
イ
ト

ウ
ォ
ー
ク
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
町
内

の
小
学
１
年
生
以
上
を
対
象
に
、
子
ど

も
の
社
会
参
加
の
場
と
し
て
幅
広
い
世

代
の
人
と
の
交
流
を
深
め
て
協
調
性
や

忍
耐
力
を
養
う
こ
と
や
、
青
少
年
の
健

全
育
成
を
目
的
に
47
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
福
部
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

か
ら
オ
ア
シ
ス
広
場
ま
で
の
往
復
約
８

㌖
を
、
暮
れ
ゆ
く
日
本
海
を
眺
め
な
が

ら
３
時
間
か
け
て
歩
き
ま
し
た
。

福
部
町
地
内
／
７
月
22
日
（
土
）

す
げ
刈
り
取
り
を
お
手
伝
い

　

鹿
野
す
げ
笠
を
守
る
会（
村む

ら
か
み上
秀ひ

で
お男

会
長
）の
会
員
７
人
と
、
鹿
野
中
学
校

の
２
年
生
10
人
が
、
特
産
の
伝
統
工
芸

品
・
鹿
野
す
げ
笠
の
材
料
と
な
る
「
す

げ
」の
刈
り
取
り
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

早
朝
か
ら
広
さ
約
０
・
５
㌃
の
田
ん
ぼ

で
作
業
が
行
わ
れ
、
約
１
６
０
束（
す

げ
笠
１
５
０
枚
分
）の
青
々
と
茂
っ
た

す
げ
が
刈
り
取
ら
れ
ま
し
た
。
刈
り
取

ら
れ
た
す
げ
は
、
乾
燥
後
、
同
守
る
会

が
販
売
す
る
す
げ
笠
な
ど
の
加
工
製
品

に
使
用
さ
れ
る
ほ
か
、
す
げ
笠
づ
く
り

体
験
教
室
な
ど
で
活
用
さ
れ
ま
す
。

鹿
野
町
鹿
野
地
内
／
７
月
27
日
（
木
）

「
ｍ
ｉ
ｎ
ｎ
ｅ
」×「
す
ご
い
！
鳥
取
市
」

　

国
内
最
大
級
の
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
マ
ー

ケ
ッ
ト「
ｍ

ミ

ン

ネ

ｉ
ｎ
ｎ
ｅ
」と「
す
ご
い
！

鳥
取
市
」
が
コ
ラ
ボ
し
た
「
ネ
ッ
ト
販

売
初
級
講
座
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。
こ

の
講
座
は
、
手
づ
く
り
作
品
の
制
作
や

販
売
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
人
材
を

掘
り
起
こ
し
、
作
家
同
士
の
交
流
を
広

げ
て
ま
ち
の
活
性
化
に
つ
な
げ
よ
う
と

市
が
企
画
し
ま
し
た
。
講
座
で
は
、
約

60
人
の
受
講
者
が
、
販
売
価
格
の
設
定

や
作
品
の
説
明
文
の
書
き
方
、
ま
た

ネ
ッ
ト
販
売
で
特
に
重
要
な
作
品
の
撮

影
方
法
な
ど
に
つ
い
て
学
び
、
参
加
者

は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

栄
町
地
内
／
７
月
29
日
（
土
）

お知らせ
コーナー 

中 核 市

vol.26

問
本
庁
舎 

中
核
市
推
進
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中核市移行までのスケジュール（見込み）
時 期 内 容

平
成
29
年

10 月下旬
〜 11 月

中 核 市 指 定 の 閣 議 決 定、
政令公布

平
成
30
年

3 月 県から市への事務引き継ぎ

4 月 1 日
中核市「鳥取市」誕生

（仮称）鳥取市保健所開設

ス
ポ
ー
ツ
で
友
好
を
深
め
る

　

鳥
取
県
東
部
地
区
日
韓
親
善
協
会
と

清チ
ョ
ン
ジ
ュ州
市
国
際
交
流
会
の
友
好
提
携
事

業
と
し
て
、
７
月
25
日
か
ら
28
日
ま
で

の
日
程
で
、
清
州
か
ら
の
訪
問
団
を
鳥

取
に
迎
え
ま
し
た
。
訪
問
２
日
目
に
は

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
交
流
試
合
が
行
わ

れ
、
清
州
市
の
中
学
生
と
地
元
の
中
学

生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
が
熱
戦
を
繰

り
広
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
清
州
市
か
ら

テ
コ
ン
ド
ー
、
鳥
取
か
ら
剣
道
が
披
露

さ
れ
る
と
、
華
麗
な
演
武
に
参
加
者
か

ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
る
な
ど
、
交

流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

布
勢
地
内
／
７
月
26
日
（
水
）

中
核
市
指
定
を
求
め
る

申
出
を
行
い
ま
し
た

　

本
市
が
中
核
市
へ
移
行
す
る
に
は
、

国（
総
務
省
）の
政
令
公
布
が
必
要
で

す
。
７
月
25
日
、
深
澤
市
長
が
総
務
省

を
訪
れ
、
中
核
市
移
行
を
所
管
す
る
総

務
大
臣（
安や

す
だ田
充み

つ
る

事
務
次
官
が
代
理
）

に
対
し
て
、
中
核
市
指
定
を
求
め
る
申

出
を
行
い
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
４
月
１
日
の
中
核
市
移
行

を
め
ざ
し
て
い
る
市
は
６
市（
福
島
県

福
島
市
、
埼
玉
県
川
口
市
、
大
阪
府
八

尾
市
、
兵
庫
県
明
石
市
、
島
根
県
松
江

市
、
鳥
取
市
）あ
り
、
そ
ろ
っ
て
申
出

を
行
い
ま
し
た
。

　

本
年
秋
頃（
10
月
下
旬
～
11
月
）、

閣
議
決
定
の
後
に
政
令
が
公
布
さ
れ
る

と
、
本
市
の
中
核
市
移
行
が
正
式
に
決

定
し
ま
す
。

　

中
核
市
は
全
国
に
48
あ
り
、
６
市
が

指
定
さ
れ
る
と
中
核
市
の
数
は
54
に
な

り
ま
す
。
１
年
後
２
年
後
に
中
核
市
移

行
を
め
ざ
し
て
い
る
市
も
あ
り
、
今
後

も
更
に
中
核
市
が
誕
生
し
て
い
く
も
の

と
見
込
ま
れ
ま
す
。

総務大臣（代理）に申出する深澤市長

お
う
穴
群
で
自
然
と
食
を
満
喫

　

大
村
地
区
の
自
然
と
食
を
満
喫
す
る

「
大
村
地
区
お
う
穴
ま
つ
り
」
が
赤
波

川
渓
谷
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者

は
、
沢
登
り
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
２
つ

の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
約
１
・
２
㌖

の
美
し
く
変
化
に
富
ん
だ「
お
う
穴
群
」

を
楽
し
み
ま
し
た
。
お
う
穴
の
形
状
を

利
用
し
た
ス
リ
ル
満
点
の
ウ
ォ
ー
タ
ー

ス
ラ
イ
ダ
ー
は
毎
回
子
ど
も
た
ち
に

大
人
気
で
す
。
お
昼
に
は
、
地
元
で

採
れ
た
ナ
ス
や
カ
ボ
チ
ャ
な
ど
の
夏

野
菜
を
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
に
し
て
食
べ
、

参
加
者
は
大
満
足
の
よ
う
で
し
た
。

用
瀬
町
赤
波
地
内
／
８
月
６
日
（
日
）

貝
が
ら
節
祭
り
盛
大
に
開
催
！

　

気
高
町
の
夏
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
「
貝

が
ら
節
祭
り
」
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
初
日
は
、
船
磯
海
岸
で
芸
能

ス
テ
ー
ジ
発
表
や
大
花
火
大
会
が
行

わ
れ
、
特
に
約
１
４
０
０
発
の
夜
空
を

彩
る
花
火
は
大
迫
力
で
壮
大
な
も
の
で

し
た
。
２
日
目
は
、
浜
村
観
光
道
路
な

ど
で「
貝
が
ら
節
総
踊
り
」
が
行
わ
れ
、

気
高
中
学
校
生
徒
に
よ
る
力
強
さ
と
若

さ
が
光
る
「
正
調
貝
が
ら
節
踊
り
」
の

披
露
に
続
き
、
地
域
の
自
治
会
・
団
体

な
ど
19
連（
約
７
２
０
人
）が
一
斉
に

踊
り
、気
高
の
夏
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

気
高
町
地
内
／
８
月
４
日（
金
）・
５
日（
土
）


